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工系３学院学生国際交流基金プログラム 

帰国報告書 

A) 帰国後1か月以内に工系国際連携室宛（ko.intl@jim.titech.ac.jp）にMS Wordファイルにて提出くだ

さい。

B) SERP・AOTULEで派遣された場合は、受入教員の評価書も添付して下さい。

C) この表紙を含まず、ページ数は2～4ページ、ファイルサイズは3MB以内としてください。

D) 研究室や宿舎内の様子の写真、図表、イラスト、滞在中のその他の写真などは挿入可です。ただ

し、それらを掲載する際には簡単な説明を加えて下さい。

E) 提出された報告書の2ページ目以降を工系のホームページに掲載いたします。また、別途、学内広

報誌「東工大クロニクル」の執筆をお願いすることがあります。

報告書必須記載事項 

1. 派遣大学の概要（所在地、創立、規模など）

2. 留学準備など（就職活動、修士・博士論文などとの兼ね合いを含め、修了までの計画をどう立てた

か。留学先大学の指導教員/所属研究室の見つけ方、ビザ取得有無など）

3. 所属研究室での研究概要とその経過や成果、課題など

4. 所属研究室内外の活動・体験（日常生活・余暇に行った事など）

5. 留学先での住居（寮、ホームステイ等)、探し方、申し込み方法、ルームメイトなど）

6. 留学費用（渡航費、生活費、住居費、保険料）など

7. 今回の留学から得られたもの、後輩へのメッセージ、感想、意見、要望

8. その他 *任意 （留学先で困ったこと/帰国後の進路（就職・進学・長期留学））

派遣者氏名：松島弘樹 

所属・研究室・学年：環境・社会理工学院 建築学系 村田研究室 修士3年 

派遣先大学・専攻： 

マドリード工科大学  Departamento de Urbanística y Ordenación del Territorio

受入研究室・教員名：

Ester Higueras

派遣期間： 2018年  9月  1日 ～2018年 12月 31日 

申請カテゴリー： 
☐(C1)SERP  ☐(C2)AOTULE  ☐(C3-a)部局間協定校  ☐(C3-b)全学協定校  ☐(C4)その他

研究（プロジェクト）題目： 

Research of Corrala 



東京工業大学 工系３学院学生国際交流基金 

帰国報告書 

 

 派遣年月：平成30年9月~12月 

 氏  名：松島 弘樹 

 所  属：環境・社会理工学院 建築学系 建築学コース 

 派 遣 先：マドリード工科大学 

 
（次ページ以降に記入してください。） 

  



 派遣大学の概要（所在地、創立、規模など） 

マドリード工科大学は、スペイン・マドリードにある公立大学である。18 世紀に開

校した工学と建築学を専門とするふたつの技術学校が 1971 年に合併して開校

した。2008-09 年版スペインの公立大学ランキングでは、工科大学/工業大学の

中では第 1 位、大学全体ではマドリード・コンプルテンセ大学に次ぐ第 2 位だっ

た。ヨーロッパの主要な工科大学で構成される T.I.M.E の一員である。UPM の各

教室はマドリード中に散らばっており、統一キャンパスは存在しない。

 

 留学準備など（就職活動、修士・博士論文などとの兼ね合いを含め、修了までの計

画をどう立てたか。留学先大学の指導教員/所属研究室の見つけ方、ビザ取得有

無など） 

修士 1 年次から留学を考えており、留学に向けた準備を 1 年次の後期から

2 年次の 8 月頃まで進めていた。そのため就職活動を行うことはせず、留学

から帰った後に行う予定であった。指導教員に関しては、インターネットから

マドリード工科大学内の教員の中で自らの興味に最も近いと思われる方を

探し、理由書を書き志望した。受け入れが決まった後にスペインビザの取得

方法を調べ、必要書類は自ら作成するか工系国際連携室の方に紹介して頂

いたコーディネーターの方に郵送して頂き揃える事ができた。 

 所属研究室での研究概要とその経過や成果、課題など 

マドリード市内に点在する伝統的な集合住宅「Collara」に対し、実施調査や

航空写真などから測定を行うことにより形態的な特徴と冬季および夏季にお

ける温熱環境と形態の対応関係を研究した。結果としては、3 ヶ月で形態的

特徴と温熱環境の調査を終えることは出来たが、それぞれに対応関係を見

ることが難しく論じるまでには及ばなかった。しかし形態的特徴と建設された

座標に対応関係が見られるなど、当初は想定していなかった関係を見ること

ができた。 



 

 所属研究室内外の活動・体験（日常生活・余暇に行った事など） 

学内では定期的に建築家が行う講演会に参加し勉強したり、学内に展示さ

れている学生の作品を見学するなどしてスペインにおける建築設計の手法

を学んだ。また同研究室の方の調査に同行し、研究の進め方を見学し勉強

した。余暇にはヨーロッパ各地に訪れかつて留学生として東京工業大学に在

籍していた友人に会ったり、建築家による建築作品を訪問しスケッチや写真

撮影などをした。 

 

 留学先での住居（寮、ホームステイ等)、探し方、申し込み方法、ルームメイトなど） 

マドリード工科大学には寮が無く自ら探さなくてはいけなかったが、コーディ

ネーターの方がシェアハウスを紹介して下さったためそこに住むことにした。

1 ヶ月 400€とマドリード市内では比較的安価であり、スーパーマーケットが

目の前にあり個室の他広々としたリビングやキッチン、浴室が備わっていた

ため生活する上で困ることは無かった。ルームメイトは私以外に二人おり、

皆学生であるものの年齢や専攻が違うためそれぞれの分野についての話を

聞けたため楽しかった。 



 

 留学費用（渡航費、生活費、住居費、保険料）など 

渡航費 (往復 20 万円) 

生活費 (6 万円) 

住居費 (5 万円) 

保険料 (14 万円) 

 今回の留学から得られたもの、後輩へのメッセージ、感想、意見、要望 

異国で研究を行うことは言語や文化などの面で意思の疎通が困難である場

合が往々にして起こるが、その分どのように説明すれば相手に伝わるのかと

考える事にもなるので、明確に自らの意見を伝える能力が向上したと感じ

る。また、日本では気を使ったりプレッシャーを感じてうまく伝えられない事で

も、スペインでは対等に議論する事ができたため自信を持って発言できるよ

うになった。私が困った時には素直に周りの方々に相談すると殆どの場合快

く相談に乗って頂けたので、すぐに環境に馴染むことができた。これからこの

プログラムでの留学を考えている方々は不安な部分が多いかと思うが、関

わる人々にオープンに接することさえできればあまり心配な事はないかと思

う。 

 その他 *任意 （留学先で困ったこと/帰国後の進路（就職・進学・長期留学）） 

学内や町中では英語が通じる場合が多いものの、ビザを取得のために行く

警察署の方々や役所の方々に英語が通じず困ったことがあった。そのような

事があるということを念頭に最低限のスペイン語を習得したり、翻訳アプリを

使うなどしたら比較的生活しやすいのでは無いかと思う。 

 




